
 

 

                     

               
                           

 

終業式・始業式の校長講話より 

「誰かのために」という生き方（１０月９日終業式）

 大村智氏がノーベル生理学・医学賞を受賞した。大村氏は何か人のためにならないかという姿勢で研究を続けてきた。

自分のことだけを考えている人も多い中で、大村氏のような方が受賞したことは大変な喜びである。そこで自らを振り

返るとき、勉強や部活動は自分のためだが、少しでもクラスのため、チームメイトのためと考えて行動できた人がいた

ら、偉大な体験と言える。そうできると四中の生活が変わっていくに違いない。自分が成長するためにも「誰かのため

に」を考えられることは大切である。 

「一人はみんなのために、みんなは一人のために」

 本日から後期が始まる。前期通知表の所見に書かれた今後の課題をきちんと受け止めることが、後期の良いスタート

を切る第１歩である。これから後期が始まるという決意を固めよう。

 「一人はみんなのために、みんなは一人のために」という言葉はラグビーで始まった言葉である。どのスポーツでも

チームワークは大切だが、ラグビーは身体と身体がぶつかるスポーツであるから、皆が共にやっているという気持ちを

もつことで痛い、こわい、つらいという気持ちを乗り越え、がんばれる。一人でできることは限られている。皆と手を

携えることで大きなことができるようになる。誰かのためになれることはすばらしいことだ。

後期にはいろいろな行事がある。一つひとつのことにていねいに取り組んでほしい。

  

 

学芸発表会 

 10月23、24日に学芸発表会を行いました。第

 学年・部活動の発表では、演劇・文芸部の劇、ディベート部の活動紹介、

ンス部の演技、空手部の演技です。初めて見るディベートの発言の速さに驚いたり、ダンス

演技の素晴らしさに思わず拍手を送ったり

 合唱コンクールでは、各学級が課題曲と自由曲を発表しました。課題曲は

と」、3学年「友よ北の空へ」です。1年生は

の合唱、2年生は昨年から格段の成長を見せ、大人の声での合唱、

3年生」と誰もが思ったどの学級も完成度の高い合唱を発表してくれました。

 2日間をとおして四中はこういう学校です、ということを体現してくれた学芸発表

会でした。合唱コンクールの結果は右のとおりです。

 

 

                              

                      

                       

 

（１０月９日終業式） 

智氏がノーベル生理学・医学賞を受賞した。大村氏は何か人のためにならないかという姿勢で研究を続けてきた。

自分のことだけを考えている人も多い中で、大村氏のような方が受賞したことは大変な喜びである。そこで自らを振り

返るとき、勉強や部活動は自分のためだが、少しでもクラスのため、チームメイトのためと考えて行動できた人がいた

ら、偉大な体験と言える。そうできると四中の生活が変わっていくに違いない。自分が成長するためにも「誰かのため

 

「一人はみんなのために、みんなは一人のために」（１０月１３日始業式） 

本日から後期が始まる。前期通知表の所見に書かれた今後の課題をきちんと受け止めることが、後期の良いスタート

を切る第１歩である。これから後期が始まるという決意を固めよう。 

「一人はみんなのために、みんなは一人のために」という言葉はラグビーで始まった言葉である。どのスポーツでも

チームワークは大切だが、ラグビーは身体と身体がぶつかるスポーツであるから、皆が共にやっているという気持ちを

もつことで痛い、こわい、つらいという気持ちを乗り越え、がんばれる。一人でできることは限られている。皆と手を

携えることで大きなことができるようになる。誰かのためになれることはすばらしいことだ。

後期にはいろいろな行事がある。一つひとつのことにていねいに取り組んでほしい。 

日に学芸発表会を行いました。第1日目は学年・部活動の発表、第2日は合唱コンクールです。

学年・部活動の発表では、演劇・文芸部の劇、ディベート部の活動紹介、2年生の職場体験報告、吹奏楽部演奏、ダ

の演技、空手部の演技です。初めて見るディベートの発言の速さに驚いたり、ダンス

演技の素晴らしさに思わず拍手を送ったり、日頃の努力を称える1日になりました。 

合唱コンクールでは、各学級が課題曲と自由曲を発表しました。課題曲は 1学年「ぼくらの世界」、

年生は1年生らしくのびのびと元気いっぱい

年生は昨年から格段の成長を見せ、大人の声での合唱、3年生は「さすが

年生」と誰もが思ったどの学級も完成度の高い合唱を発表してくれました。 

日間をとおして四中はこういう学校です、ということを体現してくれた学芸発表

会でした。合唱コンクールの結果は右のとおりです。 

 

1年生

2年生

3年生

智氏がノーベル生理学・医学賞を受賞した。大村氏は何か人のためにならないかという姿勢で研究を続けてきた。

自分のことだけを考えている人も多い中で、大村氏のような方が受賞したことは大変な喜びである。そこで自らを振り

返るとき、勉強や部活動は自分のためだが、少しでもクラスのため、チームメイトのためと考えて行動できた人がいた

ら、偉大な体験と言える。そうできると四中の生活が変わっていくに違いない。自分が成長するためにも「誰かのため

本日から後期が始まる。前期通知表の所見に書かれた今後の課題をきちんと受け止めることが、後期の良いスタート

「一人はみんなのために、みんなは一人のために」という言葉はラグビーで始まった言葉である。どのスポーツでも

チームワークは大切だが、ラグビーは身体と身体がぶつかるスポーツであるから、皆が共にやっているという気持ちを

もつことで痛い、こわい、つらいという気持ちを乗り越え、がんばれる。一人でできることは限られている。皆と手を

携えることで大きなことができるようになる。誰かのためになれることはすばらしいことだ。 

日は合唱コンクールです。 

年生の職場体験報告、吹奏楽部演奏、ダ

の演技、空手部の演技です。初めて見るディベートの発言の速さに驚いたり、ダンス部や空手部の全国レベルの

学年「ぼくらの世界」、2学年「ふるさ

最優秀賞 優秀賞 

年生 1年3組 1年1組 

年生 2年4組 2年5組 

年生 3年4組 3年3組 



 

 

新生徒会が発足 

 10月17日(土)、生徒会認証式を行い、高橋校長から各委員会の委員長が、委員会を

代表して認証状をいただきました。 

 1年間活動してきた旧生徒会本部役員から、1年間活動できたことへのお礼とともに、

活動をとおして自らが成長できたことや次の1年間への期待の言葉がありました。さら

に19日の生徒会朝礼では、新生徒会本部役員から、「皆さんから選んでいただいた期

待に応えるために一生懸命に活動します。」「いじめのない明るく楽しい四中をつくる

ために頑張ります。皆さんの協力をお願いします。」というあいさつがありました。 

 

３年社会科「会社をつくろう！」 

 ３年生社会科（公民的分野）では、「会社をつくろう！」というテーマで授業を行

っています。生徒が会社をつくるとしたらどのような会社をつくるかを考え、発表し

ました。発表では、会社名、事業内容、商品やサービス、キャッチコピー、価格、社

会貢献などを説明し、生徒や保護者の方、教員が投資家となります。自分たちがつく

る会社を理解してもらい、より多くの資金を集めるためにより良いプレゼンテーショ

ンをする学習です。生徒たちのプレゼンテーションを聞いた保護者から「人件費はど

うなっていますか。」「商品の開発はできるのですか。」「利益はあがるのですか。」

といった質問があがる場面も見られました。 

 

足立区連合陸上大会 

 9月28日(月)、足立区連合陸上競技大会が舎人陸上競技場で開催されました。本校からも多くの代表生徒が選手とし

て参加しました。四中には陸上部がないため、全校からの選抜メンバーで大会に臨み、朝練習に励んできました。入賞

は以下のとおりですが、入賞を逃しても、向かい風にも関わらず自己ベストを出せた生徒が多数いました。 

種目 氏名 記録 順位 種目 氏名 記録 順位 

1年100ＭＨ 畑  誠潤 19”46 5位 1年1500Ｍ 大島 真弥 5’02” 8位 

1・2年走り高跳び 石鍋 幸宏 1Ｍ55 4位 3年100ＭＨ ウノジ恵都 17”69 3位 

3年100ＭＨ 妹川 知優 18”57 5位 3年走り高跳び 中田 花 1Ｍ25 4位 
 

 

スタントマンを活用した体験型交通安全教室 

10月 2日(金)、スタントマンを活用した体験型交通安全教室を行いました。この交通

安全教室は3年に1度学校ごとに実施する安全教育です。 

交通安全教室では、まず警視庁西新井警察署交通総務係の方から交通安全講話をいただ

いた後、スタントマンによる交通事故再現、危険な自転車の乗り方体験を行いました。交

通事故再現は自転車と歩行者、自転車と車の出会いがしらの事故、音楽を聞いていると車

が近づいても気が付かないことの体験、車の内輪差の体験などを行いました。 

 

栄光を称えて 

剣道部 第 5ブロック秋季剣道大会 第２位 2年 平野光 
空手部 関東中学生空手選手権大会 女子団体組手 優勝 2年福島愛理 今井えり 1年 米盛希々子 
                  女子個人形  第 3位 福島愛理  第 3位 2年 今井えり 
青少年対策竹の塚地区委員会主催第 48回子供の図画・書道コンクール(書道の部)足立区教育委員会賞 3年 前田愛美 

 


